
                            

＜ 訪問看護ステーション＞ 

 
訪問看護経験がない中での、事業運営の り方について 

 
１） １回目訪問 
日時：2017 年 9 月 10:30～12:30 
参加者：2 名（所長 スタッフ 1 名） 

（１） 相談内容 
① 訪問看護 が少ない。 は 護保 応の 分未 の訪問看護 が どである 

② 一法人の回 病 からの訪問看護 がない、連携方法がわからない 

③ 訪問看護の運営について（ 度やルールがよくわからない。 用 の は か レ ト

の算 方法について、スタッフの 成について ）  

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 護保 対象では、1 時 が な訪問看護内容を 1 に 1 回 30 分での訪問看護の が ど

である。常に訪問時 を 長しているが訪問 数を増やすためそれは 方がないと思っている。 
② 一法人病院から 院する 者の訪問看護 が どない。利用者の 方法がわからない。 
③ 管理者は訪問看護の経験がない中、訪問看護ステーション開設時に管理者となり、管理者の役

や訪問看護ステーションの運営についてどうしていいか している。 
（３）相談への対応とその理由 

① 管理者は利用者 にあせっており、常に訪問時 を 長しているが訪問 数を増やすために、

ケア ーが した 分訪問という時 に応じている状 が感じられたので 時 の訪問

看護の 性をケア ーや 人・家族に える必要性を事 をあげて説明した。 面の方

法として、ケア ーを訪問看護に 行してもらい、看護 の を説明しながら看護実

を見てもらう事で理 を ることを えた。理由は、必要な時 を確保し、 の高い看護を

することが利用者や家族の を高め、それが 員のモチ ーションを高めるきっかけになる

ことを をもって感じて しい。その体験が、長 に安 した事業を 開していくためには が

必要かを考えるきっかけになると思ったからである。 

② 利用者確保は病院に勤務していた時のように つのではなく、訪問看護の 報活動を積極的に行

うことが必要。まず の ・看護 ・ケア ーへ、訪問時の利用者の近 報 を

に行い、連携がとりやすいステーションであることを 象 ける事で の に がりうる

事を えた。また訪問看護の実 について法人病院の 員を集めて事 報 をもつなど、訪問

看護ステーションの を らせる事が必要である事 を えた。 

理由は、他 との連携方法や訪問看護の必要性を える事の 要性を感じてもらうためである。 

③ 所長は訪問看護経験および管理者経験が か月と く相談する上 もいないため、 をどうした

らいいか している 子であった。管理者が、これでいいのだろうか と不安を えていた訪

問看護指 書・訪問看護 書・訪問看護報 書・日 の看護 について、 ルテを見ながら

確認し不 のところを 言した。 度・レ トの については 面必要な事について説

明をした。また、 度における加算 目については訪問看護 き書、訪問看護関 報

                            

、訪問看護実務相談 などを参考にすることなどを えた。 

内で か月 とに開 されている病院と地域関 の事 検討 への参加をすすめた。 

今年、 月後半から 月までの に 内の看護 ンターで「訪問看護管理者 」をシ

ー で開 するので、それを受 することを めた。 

理由は、管理者は訪問看護の経験がない中、訪問看護ステーション開設時から訪問看護ステーシ

ョンの運営・管理を され していたので、管理者の不安を するため、 として利

用者やその関 者に必要な書類関 を管理者と一 にチ ッ し、できている事、不備な所の

しを えた。また、事 検討 参加で、他の事業所との 流が深まり、利用者確保や看護レ

ルアッ の参考になるだろうと考えからである。 

管理者 を受けることで、ステーションの管理者の役 や管理・運営全 の 識が られるこ

とから、自分のステーションの課題が明確にできるであろうと考えた。 

（４）相談者の反応（結果および成果） 

「これまで利用者が少なく、 法人病院はどうして訪問看護に しないんだろうと思っていたが、

報（営業）活動が不 していることがわかった。看護の の 保が今後の利用者 に必要であり、

自分たちが看護を する上で、どのような のもとに、どのくらいの時 が必要であるという事

を他の に えられる が必要だと思ったと されていた。事 検討 の開 はわからなかったの

で、今後は参加したい。管理者 も受 したいと前 きの意見が聞かれた。 

（ ）訪問日以 のやりとり：相談者より の報 があった。 

 事 検討 に参加して、訪問看護の や さを る事ができた。今後の参考にしたい 

 自分たちの看護をケア ーに説明していく中で利用者の が ～ 人きている 

 管理者 の受 で、訪問看護の概要・ 度・人 成など くの 識を る事ができた 

  

２）２回目訪問 

 日時： 年 月 時～ 時 分 

 参加者：１名（管理者） 

（１）１回目訪問看護の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

回目の訪問時の課題であった利用者の確保については、 一法人の病 から 院する 立性

のため な を 院前から関わり、訪問看護を利用して か月後に 宅での 子を病 の

看護 に見てもらうため 行訪問した。その結果、病 の看護 が回 は だと思っていた 、

いす 動ができている状 を目の たりにし感 していた。その後、訪問 が増えているとの事

である。またケア ー に、看護を する上でどのような のもとに、どのくらいの時

が必要であるという事を えられるように自分 が実 している看護の を して えるよう

にした結果連携がうまくとれるようになり利用者 が増えているとの事であった。 

（２）２回目のア ー 事業を した全体的な評価 

訪問看護経験が浅い事業所（特に管理者）が、相談できる体 の必要性を く感じた。 度の事、

関 関との連携・ 働、事業運営に関する必要書類なども できないまま、す 経営状 の評価

を められ、利用者確保に している 子がうかがえた。相談のやり取りの中で看護専門 として

の看護の の 保が利用者 に必要で、看護を する上で、どのような のもとに、どのくら
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＜ 訪問看護ステーション＞ 

 
訪問看護経験がない中での、事業運営の り方について 

 
１） １回目訪問 

日時：2017 年 9 月 10:30～12:30 
参加者：2 名（所長 スタッフ 1 名） 

（１） 相談内容 
① 訪問看護 が少ない。 は 護保 応の 分未 の訪問看護 が どである 

② 一法人の回 病 からの訪問看護 がない、連携方法がわからない 

③ 訪問看護の運営について（ 度やルールがよくわからない。 用 の は か レ ト

の算 方法について、スタッフの 成について ）  

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 護保 対象では、1 時 が な訪問看護内容を 1 に 1 回 30 分での訪問看護の が ど

である。常に訪問時 を 長しているが訪問 数を増やすためそれは 方がないと思っている。 
② 一法人病院から 院する 者の訪問看護 が どない。利用者の 方法がわからない。 
③ 管理者は訪問看護の経験がない中、訪問看護ステーション開設時に管理者となり、管理者の役

や訪問看護ステーションの運営についてどうしていいか している。 
（３）相談への対応とその理由 

① 管理者は利用者 にあせっており、常に訪問時 を 長しているが訪問 数を増やすために、

ケア ーが した 分訪問という時 に応じている状 が感じられたので 時 の訪問

看護の 性をケア ーや 人・家族に える必要性を事 をあげて説明した。 面の方

法として、ケア ーを訪問看護に 行してもらい、看護 の を説明しながら看護実

を見てもらう事で理 を ることを えた。理由は、必要な時 を確保し、 の高い看護を

することが利用者や家族の を高め、それが 員のモチ ーションを高めるきっかけになる

ことを をもって感じて しい。その体験が、長 に安 した事業を 開していくためには が

必要かを考えるきっかけになると思ったからである。 

② 利用者確保は病院に勤務していた時のように つのではなく、訪問看護の 報活動を積極的に行

うことが必要。まず の ・看護 ・ケア ーへ、訪問時の利用者の近 報 を

に行い、連携がとりやすいステーションであることを 象 ける事で の に がりうる

事を えた。また訪問看護の実 について法人病院の 員を集めて事 報 をもつなど、訪問

看護ステーションの を らせる事が必要である事 を えた。 

理由は、他 との連携方法や訪問看護の必要性を える事の 要性を感じてもらうためである。 

③ 所長は訪問看護経験および管理者経験が か月と く相談する上 もいないため、 をどうした

らいいか している 子であった。管理者が、これでいいのだろうか と不安を えていた訪

問看護指 書・訪問看護 書・訪問看護報 書・日 の看護 について、 ルテを見ながら

確認し不 のところを 言した。 度・レ トの については 面必要な事について説

明をした。また、 度における加算 目については訪問看護 き書、訪問看護関 報

                            

、訪問看護実務相談 などを参考にすることなどを えた。 

内で か月 とに開 されている病院と地域関 の事 検討 への参加をすすめた。 

今年、 月後半から 月までの に 内の看護 ンターで「訪問看護管理者 」をシ

ー で開 するので、それを受 することを めた。 

理由は、管理者は訪問看護の経験がない中、訪問看護ステーション開設時から訪問看護ステーシ

ョンの運営・管理を され していたので、管理者の不安を するため、 として利

用者やその関 者に必要な書類関 を管理者と一 にチ ッ し、できている事、不備な所の

しを えた。また、事 検討 参加で、他の事業所との 流が深まり、利用者確保や看護レ

ルアッ の参考になるだろうと考えからである。 

管理者 を受けることで、ステーションの管理者の役 や管理・運営全 の 識が られるこ

とから、自分のステーションの課題が明確にできるであろうと考えた。 

（４）相談者の反応（結果および成果） 

「これまで利用者が少なく、 法人病院はどうして訪問看護に しないんだろうと思っていたが、

報（営業）活動が不 していることがわかった。看護の の 保が今後の利用者 に必要であり、

自分たちが看護を する上で、どのような のもとに、どのくらいの時 が必要であるという事

を他の に えられる が必要だと思ったと されていた。事 検討 の開 はわからなかったの

で、今後は参加したい。管理者 も受 したいと前 きの意見が聞かれた。 

（ ）訪問日以 のやりとり：相談者より の報 があった。 

 事 検討 に参加して、訪問看護の や さを る事ができた。今後の参考にしたい 

 自分たちの看護をケア ーに説明していく中で利用者の が ～ 人きている 

 管理者 の受 で、訪問看護の概要・ 度・人 成など くの 識を る事ができた 

  

２）２回目訪問 

 日時： 年 月 時～ 時 分 

 参加者：１名（管理者） 

（１）１回目訪問看護の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

回目の訪問時の課題であった利用者の確保については、 一法人の病 から 院する 立性

のため な を 院前から関わり、訪問看護を利用して か月後に 宅での 子を病 の

看護 に見てもらうため 行訪問した。その結果、病 の看護 が回 は だと思っていた 、

いす 動ができている状 を目の たりにし感 していた。その後、訪問 が増えているとの事

である。またケア ー に、看護を する上でどのような のもとに、どのくらいの時

が必要であるという事を えられるように自分 が実 している看護の を して えるよう

にした結果連携がうまくとれるようになり利用者 が増えているとの事であった。 

（２）２回目のア ー 事業を した全体的な評価 

訪問看護経験が浅い事業所（特に管理者）が、相談できる体 の必要性を く感じた。 度の事、

関 関との連携・ 働、事業運営に関する必要書類なども できないまま、す 経営状 の評価

を められ、利用者確保に している 子がうかがえた。相談のやり取りの中で看護専門 として

の看護の の 保が利用者 に必要で、看護を する上で、どのような のもとに、どのくら
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いの時 が必要であるという事を他の に えられる が必要だという事に き、それを実 し

て少しずつ成果を上げている事を評価した。 

  

                            

＜ 訪問看護ステーション＞ 

 

安 した事業運営と人 成について 
 

１） １回目訪問 
日時：2017 年 9 月 14：00～16：00 
参加者：１名（管理者） 

（２） 相談内容 
① 訪問 数が少なく経営が不安 である。管理・運営についての相談 

② 地域がら 方の訪問を行っているが、効果的な訪問方法はないか 

③ スタッフの 成（ のスタッフの に、かなりの らつきがある。それ れの 意なところ

を しながら、スタッフ全員が成長できる ラ の作成についての相談） 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 訪問 ・訪問 数が少ない。経営の安 を図るために 報活動 をしているが訪問 はそれ

ど増えてはいない。 護保 での訪問時 は どのケースが 30 分未 である。 
② 小児訪問看護を実 できる看護 が 2 人しかおらず、スケ ュール作成の さや小児訪問看護

を受け持っている看護 の 、 員 の訪問 数のアン ランスが じている現状をどのよ

うに 整すれ いいのか している状 にある。他、スタッフ 成や訪問看護管理に して

いるとの事。 
小児の 方への訪問が 1~2 あり一 の訪問で半日以上の時 を やしているので、訪問 数を

増やして経営状 を したいとの思いもあるが、訪問 数が くなった 対応できなくなる

のではないかとの不安も えている。 
（３）相談への対応とその理由 

① 護保 30 分の訪問 が く看護の の 保が であれ 、看護を する上での と必

要な時 を に え理 を ることも必要であることを えた。安 した経営のためには、

訪問 数を増やすことも 事であるが、必要な訪問時 の 整を図ることで 価を上げる事がで

き、 員のモチ ーションの 上にもつながる事を理 してもらった。 

② 看護 員 6 人のうち小児訪問看護を実 できる看護 が 2 人と少ないので、全 員が実 できる

ように、利用者が少ない今こそ 行訪問を 化して していくことが必要である。NICU に勤

務経験のある A 看護 に小児訪問看護の 行指導・評価を せることで、A 看護 の 意分 を

す事にもつながる。効 よく訪問するために訪問日を 一 日に 整する。また訪問 の地

域に近い訪問看護ステーションの 員には、小児訪問看護の実 を受けた看護 がいるので、

そのステーションと連携をとり 2 か所の訪問看護ステーションで訪問看護を することも効

性や を ができる方法である事を えた。理由は、看護 それ れが持つ 意分 を発

する を えることで看護のレ ルアッ が図れ、チー ー が くなることを できる

からである。他のステーションとも し いながら地域にあった訪問看護体 を していく

必要性を感じる となり、今後に がると考えた。 
③ 利用者確保については連携している 関が ニッ か所と少ない状 にある。まず地域
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いの時 が必要であるという事を他の に えられる が必要だという事に き、それを実 し

て少しずつ成果を上げている事を評価した。 

  

                            

＜ 訪問看護ステーション＞ 

 

安 した事業運営と人 成について 
 

１） １回目訪問 
日時：2017 年 9 月 14：00～16：00 
参加者：１名（管理者） 

（２） 相談内容 
① 訪問 数が少なく経営が不安 である。管理・運営についての相談 

② 地域がら 方の訪問を行っているが、効果的な訪問方法はないか 

③ スタッフの 成（ のスタッフの に、かなりの らつきがある。それ れの 意なところ

を しながら、スタッフ全員が成長できる ラ の作成についての相談） 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 訪問 ・訪問 数が少ない。経営の安 を図るために 報活動 をしているが訪問 はそれ

ど増えてはいない。 護保 での訪問時 は どのケースが 30 分未 である。 
② 小児訪問看護を実 できる看護 が 2 人しかおらず、スケ ュール作成の さや小児訪問看護

を受け持っている看護 の 、 員 の訪問 数のアン ランスが じている現状をどのよ

うに 整すれ いいのか している状 にある。他、スタッフ 成や訪問看護管理に して

いるとの事。 
小児の 方への訪問が 1~2 あり一 の訪問で半日以上の時 を やしているので、訪問 数を

増やして経営状 を したいとの思いもあるが、訪問 数が くなった 対応できなくなる

のではないかとの不安も えている。 
（３）相談への対応とその理由 

① 護保 30 分の訪問 が く看護の の 保が であれ 、看護を する上での と必

要な時 を に え理 を ることも必要であることを えた。安 した経営のためには、

訪問 数を増やすことも 事であるが、必要な訪問時 の 整を図ることで 価を上げる事がで

き、 員のモチ ーションの 上にもつながる事を理 してもらった。 

② 看護 員 6 人のうち小児訪問看護を実 できる看護 が 2 人と少ないので、全 員が実 できる

ように、利用者が少ない今こそ 行訪問を 化して していくことが必要である。NICU に勤

務経験のある A 看護 に小児訪問看護の 行指導・評価を せることで、A 看護 の 意分 を

す事にもつながる。効 よく訪問するために訪問日を 一 日に 整する。また訪問 の地

域に近い訪問看護ステーションの 員には、小児訪問看護の実 を受けた看護 がいるので、

そのステーションと連携をとり 2 か所の訪問看護ステーションで訪問看護を することも効

性や を ができる方法である事を えた。理由は、看護 それ れが持つ 意分 を発

する を えることで看護のレ ルアッ が図れ、チー ー が くなることを できる

からである。他のステーションとも し いながら地域にあった訪問看護体 を していく

必要性を感じる となり、今後に がると考えた。 
③ 利用者確保については連携している 関が ニッ か所と少ない状 にある。まず地域
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の 立病院との連携が必要で、 立病院のケース ー ーに訪問看護の を らせ、利用者の

をしてもらえるよう 報活動をする。 の ・看護 ・ケア ーへ、 に

近 報 を行い、連携がとりやすいステーションであることを 象 ける事で の に がり

うる事を えた。 立病院から 院する 者は 度の高い利用者が く、訪問看護の必要

性が高いためである。 
④ 所長は管理者になって 年経ち、看護の 上を図り、利用者も増やして経営状 も くしたい

と されているが、 看護 に管理者としての指 ができない、管理者の 事内容がよ

くわからない 管理者としての自信がもてないようであった。そのため、今年、 月後半から

月までの に 内の看護 ンターで「訪問看護管理者 」をシ ー で開 するので受

するよう めた。管理者になり 年たつが管理者 を受けていない。今回、管理者 を受

けることで、管理者としての役 や管理・運営全 の 識が られることから、ステーションの

運営管理に自信を持って めることを したためである。 
（４）相談者の反応（結果および成果） 

これまで地域のケア ーや ニッ への 報活動は行っているが利用者確保には が

っていない状 があった。今回、営業活動の方法に課題があることがわかった。「パンフレットを

って わせも必要であるが、利用者のもつ課題の に けて、自分 がどのような をもって

看護を し、それにはどのくらいの時 が必要であるという事を他の に していく事が 事だ

と思った。 それを実 してみたい。管理者 も受 したい。」と前 きの意見が聞かれた。 

（ ）訪問日以 のやりとり 

 相談者より の報 があった。 

管理者 を受 したことで、訪問看護の概要・ 度・人 成など・・ くの 識を る事がで

きた。また、お いのステーションの相 評価をすることで自分のステーションに不 しているもの

や自分自 ができていなかったものは かを る事ができ、今後に活かせそうである。 

 

２）２回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者：１名（管理者） 

（１）１回目訪問看護の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

回目の訪問時の課題であった「事業収 を上げる」「スタッフの 成」の目 成のため の対

策を実 し成果を出していた。 

管理者は、これまでの看護 内容にその を することを 員に し実 していた。

看護 は 検 を行ったり、 員 での などがなされ、利用者さんのもつ課題の に けて、

自分 がどのような をもって看護を し、それにはどのくらいの時 が必要であるという事を

利用者やケア ーに ある とに えるようにした。 

結果、 な訪問時 が設 され効果的な看護の がされ、訪問 数は わらないのに 価が上

がり収 が増加している、また、 員の看護レ ルアッ にもつながっているとの事であった。 

（２）２回目のア ー 事業を した全体的な評価 

管理者は、事業収 を上げるためには、訪問 数を増やさなけれ ならないとの思いで してい

                            

る状 であった。これまで利用者を増やすための営業活動に加え、自分たちの看護の現状を分析し、

専門 として看護実 の を明確に するという看護の に いたことで、 員のモチ ー

ションが高まり、収 増加にもつながったことは、管理者として評価す きことである。 
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＜ 訪問看護ステーション＞ 

 

１）１回目訪問 

日時： 年 月 ： ～ ：  

参加者：管理者 

（１）相談内容 

① 看護小 の利用者す てが訪問看護の利用者ではなく、ステーションから看 に看護

が行くが対応が しい。 護スタッフへの指導を の 的なことを しているが か

言はないか  

② 利用者数が増えてきたらチー をどのようにしたらいいのか  

③ 管理業務（訪問 ・作成）の効 的な方法があるか  

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

どの 問についても管理者が 分に考え、対応できているように思われた。法人の理 と管理者の

考えとが じ方 であることや管理者自 が 院で看護管理を専 していること、以前に 人と訪

問看護ステーションの立ち上げを行った経験があること が現 の訪問看護ステーションの運営や

管理に しているのであろう。①の相談内容については自 ですでに実 されており、 言するこ

とはなかった。 

②については、すでに行っておられたが地域 にするのがよいか、ス ルやスタッフの勤務時 な

どによる 成がいいかについて し いを行った。その中で管理者自 が方 性を見つけていった。 

③について、業務（特に訪問時 や訪問 ）をわかりやすく 化することを した。 

管理者自 、ステーションの運営・看護 や地域での役 ・法人内での役 ・ の など

日 の な業務の中で他スタッフへ できる業務の整理が必要ではないかと感じた。 

（３）ア ーの対応とその理由 

管理者の経験や 識が でありまた、 に思考できることにこちらが びを た。 自 の経

験を すことで、管理者自 が自 の状 に反 できる点を見つけていったように思う。 

（４）結果および成果（相談者の反応） 

現 が管理者 に行っておりその 時には役 の を考える時 だと思うとの発言

があり、事業の 来 を考えていた。 回訪問時には、 内容や分 者について明確に検討して

おくと し った。 

（ ）今回の対応に関するア ーの自 評価 

ア ーとしての役 は管理者の実 を伺い、 感と 認することと思った。管理者の看護管

理の 点にはこちらが ことが くあった。 

 

２）２回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：   

 参加者：管理者 

（１）１回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

回目の訪問時に をした、看護 と訪問看護ステーションとの管理体 については、 月よ

                            

り 体 とし、 宅部分（訪問看護、 宅 事業所、看護 ）を 宅 ンターとし、その

ンター長を訪問看護ステーションの管理者が っていた。 体 となり、 回目の訪問で 言をし

た 事の について実 をしていた。ステーション内でのチー 作りについてチー 成を みた

が、スタッフより反対の が上がり一時中 していた。 回目の訪問で 言をした、 の 化

を しく行っていた。役 分 についても 整中であった。チー 成もその一つだったが、訪問

の 所やス ルの によりスタッフより中 の し出があり一時中 状 であったが、 言したこと

を実 できていたことは相談者からは 言の成果だと評価された。 

（２）２回のア ー 事業を した全体的な評価 

回の訪問で管理者の管理 の高さに かされたが、 管理の面においた、 を進めていく中で、

ステーションとして ルのケアのパッケー 化につながるのではないかと 自 が いた。

それは、スタッフの さんのス ルの高さと 点（看護としての）明確さ、 よりも管理者の ー

ーシッ （ っ る ）が されているステーションなのだろうと感じ、 回の訪問を した。 

課題の中から みを に見つけることが出来、ア ーの役 として きな感 をつか こと

ができた。そこにこの事業の をア ー自 実感することができたことに感 する。 

 

  

事業事業報告



                            

＜ 訪問看護ステーション＞ 

 

１）１回目訪問 

日時： 年 月 ： ～ ：  

参加者：管理者 

（１）相談内容 

① 看護小 の利用者す てが訪問看護の利用者ではなく、ステーションから看 に看護

が行くが対応が しい。 護スタッフへの指導を の 的なことを しているが か

言はないか  

② 利用者数が増えてきたらチー をどのようにしたらいいのか  

③ 管理業務（訪問 ・作成）の効 的な方法があるか  

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

どの 問についても管理者が 分に考え、対応できているように思われた。法人の理 と管理者の

考えとが じ方 であることや管理者自 が 院で看護管理を専 していること、以前に 人と訪

問看護ステーションの立ち上げを行った経験があること が現 の訪問看護ステーションの運営や

管理に しているのであろう。①の相談内容については自 ですでに実 されており、 言するこ

とはなかった。 

②については、すでに行っておられたが地域 にするのがよいか、ス ルやスタッフの勤務時 な

どによる 成がいいかについて し いを行った。その中で管理者自 が方 性を見つけていった。 

③について、業務（特に訪問時 や訪問 ）をわかりやすく 化することを した。 

管理者自 、ステーションの運営・看護 や地域での役 ・法人内での役 ・ の など

日 の な業務の中で他スタッフへ できる業務の整理が必要ではないかと感じた。 

（３）ア ーの対応とその理由 

管理者の経験や 識が でありまた、 に思考できることにこちらが びを た。 自 の経

験を すことで、管理者自 が自 の状 に反 できる点を見つけていったように思う。 

（４）結果および成果（相談者の反応） 

現 が管理者 に行っておりその 時には役 の を考える時 だと思うとの発言

があり、事業の 来 を考えていた。 回訪問時には、 内容や分 者について明確に検討して

おくと し った。 

（ ）今回の対応に関するア ーの自 評価 

ア ーとしての役 は管理者の実 を伺い、 感と 認することと思った。管理者の看護管

理の 点にはこちらが ことが くあった。 

 

２）２回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：   

 参加者：管理者 

（１）１回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

回目の訪問時に をした、看護 と訪問看護ステーションとの管理体 については、 月よ

                            

り 体 とし、 宅部分（訪問看護、 宅 事業所、看護 ）を 宅 ンターとし、その

ンター長を訪問看護ステーションの管理者が っていた。 体 となり、 回目の訪問で 言をし

た 事の について実 をしていた。ステーション内でのチー 作りについてチー 成を みた

が、スタッフより反対の が上がり一時中 していた。 回目の訪問で 言をした、 の 化

を しく行っていた。役 分 についても 整中であった。チー 成もその一つだったが、訪問

の 所やス ルの によりスタッフより中 の し出があり一時中 状 であったが、 言したこと

を実 できていたことは相談者からは 言の成果だと評価された。 

（２）２回のア ー 事業を した全体的な評価 

回の訪問で管理者の管理 の高さに かされたが、 管理の面においた、 を進めていく中で、

ステーションとして ルのケアのパッケー 化につながるのではないかと 自 が いた。

それは、スタッフの さんのス ルの高さと 点（看護としての）明確さ、 よりも管理者の ー

ーシッ （ っ る ）が されているステーションなのだろうと感じ、 回の訪問を した。 

課題の中から みを に見つけることが出来、ア ーの役 として きな感 をつか こと

ができた。そこにこの事業の をア ー自 実感することができたことに感 する。 

 

  

事業事業報告



                            

＜ 訪問看護ステーション＞ 

 

１）１回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者： 長・管理者・事務・スタッフ 名（ 分 度） 

（１）相談内容 

① スタッフ管理：経験 の ・価 の 方法 

② 運営管理： 度に関する 問 

③ 管理：他 関や との連携・要 の い利用者への対応 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

①の経験 の はスタッフ の価 の 化が図れていくと、 として がなくなっていくの

ではないかと 言した。他ステーションで管理者経験のあるスタッフへの対応に している状 に

あった。管理者の訪問看護に対する価 を できるよう、常に をする事や事 を し でき

る を作ることなどを 言した。②については、ステーションで めたこと（運営 どおり）

にしていくことや現状での連携や加算の算 の 方で問題ないと えた。③について、要 を く出

してくる利用者に対し、スタッフが している現状をどうしたらいいか っている。 え 、管理

者の訪問以外で、 かと 情めいたことをスタッフに言ったり、 言（ が いから メだ・親の

を出し する・ は に れる とに持参した 換の要 など）の課題について、 をすす

めた。 

（３）ア ーの対応とその理由 

③について、他ステーションで管理者経験のあるスタッフの言動が他スタッフに対し い を

えている 子を聞くことができた。自 のステーションの価 や理 に対し しているスタッフ

に対しては、 意をしていくことが ー ー び管理者の役 ではないかと 言をした。 

要 の い利用者に対する、スタッフの に対して、管理者や ー ー に利用者との し い

もすでに行っていたが、対 できていない現状について参加者で し った。 言（上 内容）に対

し、利用者理 や利用者の受容と人 されたという不 感や とが対 するあまり も言えな

い、言ってはいけないとスタッフ自 が自 に る 性について問いかけた。 性がある事

や訪問したくないというスタッフもいる現状に対し、 ー ー自 がスタッフを ることも 要な役

であると し、利用者と し いを進めていくことが ー ーとしての される役 ではないか

と 言を行った。 

（４）結果および成果（相談者の反応） 

参加者で し うことで管理者は客 できたように見えた。 いながら管理運営を進めている

子から 言を て自分たちの進め方は っていないと感じたように見えた。 

（ ）今回の対応に関するア ーの自 評価 

参加者全員で言 化することを けた。みんなの課題として 理 を進めることができたこと

は評価できる。しかし、要 の い利用者に対する 策を見出すことができたかは不明である。 

 

  

                            

２）２回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者：管理者・事務  名 

（１）１回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

要 の い利用者に対に対しての ができていな状 にあった。 ー ーが自 の役 として利

用者との し いを進めているかは不明である。 

的な をしており、 テラ ト開設を 近に えていた。利用者の については にでき

ている反面、スタッフの があり管理者はますます （実 者として）となっていた。 常に

感が く、一人 っている をスタッフや ー ーがどの に えているかを ることができ

なかった。 

（２）２回のア ー 事業を した全体的な評価 

今回のア ー では、 自 のス ルの さもあり、コン ルテ に対して 分な対応が

できたとはいいがたい。しかし、 事業後も、管理者や事務の方から、メールでの問い わせがあ

ることは がることができていることは成果として評価できる。 

回目訪問時よりも 回目の訪問時の うが、管理者の 感が くなっていた。要 として以

のことが考えられる。 

① ラピスト ー ーの考えや価 を 分に することができなかった 

② 管理者の を 回目訪問時にア スメントすることができなかった （課題の を見極める

の不 ） 

③ 的情報とスタッフの との関 を収集できていなかった 

  

事業事業報告



                            

＜ 訪問看護ステーション＞ 

 

１）１回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者： 長・管理者・事務・スタッフ 名（ 分 度） 

（１）相談内容 

① スタッフ管理：経験 の ・価 の 方法 

② 運営管理： 度に関する 問 

③ 管理：他 関や との連携・要 の い利用者への対応 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

①の経験 の はスタッフ の価 の 化が図れていくと、 として がなくなっていくの

ではないかと 言した。他ステーションで管理者経験のあるスタッフへの対応に している状 に

あった。管理者の訪問看護に対する価 を できるよう、常に をする事や事 を し でき

る を作ることなどを 言した。②については、ステーションで めたこと（運営 どおり）

にしていくことや現状での連携や加算の算 の 方で問題ないと えた。③について、要 を く出

してくる利用者に対し、スタッフが している現状をどうしたらいいか っている。 え 、管理

者の訪問以外で、 かと 情めいたことをスタッフに言ったり、 言（ が いから メだ・親の

を出し する・ は に れる とに持参した 換の要 など）の課題について、 をすす

めた。 

（３）ア ーの対応とその理由 

③について、他ステーションで管理者経験のあるスタッフの言動が他スタッフに対し い を

えている 子を聞くことができた。自 のステーションの価 や理 に対し しているスタッフ

に対しては、 意をしていくことが ー ー び管理者の役 ではないかと 言をした。 

要 の い利用者に対する、スタッフの に対して、管理者や ー ー に利用者との し い

もすでに行っていたが、対 できていない現状について参加者で し った。 言（上 内容）に対

し、利用者理 や利用者の受容と人 されたという不 感や とが対 するあまり も言えな

い、言ってはいけないとスタッフ自 が自 に る 性について問いかけた。 性がある事

や訪問したくないというスタッフもいる現状に対し、 ー ー自 がスタッフを ることも 要な役

であると し、利用者と し いを進めていくことが ー ーとしての される役 ではないか

と 言を行った。 

（４）結果および成果（相談者の反応） 

参加者で し うことで管理者は客 できたように見えた。 いながら管理運営を進めている

子から 言を て自分たちの進め方は っていないと感じたように見えた。 

（ ）今回の対応に関するア ーの自 評価 

参加者全員で言 化することを けた。みんなの課題として 理 を進めることができたこと

は評価できる。しかし、要 の い利用者に対する 策を見出すことができたかは不明である。 

 

  

                            

２）２回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者：管理者・事務  名 

（１）１回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

要 の い利用者に対に対しての ができていな状 にあった。 ー ーが自 の役 として利

用者との し いを進めているかは不明である。 

的な をしており、 テラ ト開設を 近に えていた。利用者の については にでき

ている反面、スタッフの があり管理者はますます （実 者として）となっていた。 常に

感が く、一人 っている をスタッフや ー ーがどの に えているかを ることができ

なかった。 

（２）２回のア ー 事業を した全体的な評価 

今回のア ー では、 自 のス ルの さもあり、コン ルテ に対して 分な対応が

できたとはいいがたい。しかし、 事業後も、管理者や事務の方から、メールでの問い わせがあ

ることは がることができていることは成果として評価できる。 

回目訪問時よりも 回目の訪問時の うが、管理者の 感が くなっていた。要 として以

のことが考えられる。 

① ラピスト ー ーの考えや価 を 分に することができなかった 

② 管理者の を 回目訪問時にア スメントすることができなかった （課題の を見極める

の不 ） 

③ 的情報とスタッフの との関 を収集できていなかった 

  

事業事業報告



                            

＜ 訪問看護ステーション＞ 

 

１）１回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者：管理者： 名 看護 ： 名 事務 名 

（１）相談内容 

① 時 外業務が らない。業務 が必要だがなかなか できない 

② 訪問 数が増え事務の人員要 をす きか看護 を増やす きか んでいる 

③ 訪問看護に行きながらスタッフが事務も行っている。 正な人員 とは 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 的なステーションという自 と 感が く、管理者がその を え んでいる。 

② スタッフは管理者を けたいと思っているが、管理者はそれを し ないと思っている。 

（３）相談への対応とその理由 

管理者の思いと事務を含めたスタッフの思いを してもらう。 が の思いを り、管理者が

え んでいる業務をしかる きスタッフが えることに いてもらう。 

（４）相談者の反応（結果および成果） 

管理者はスタッフに事務 事を わせていることと報 書・ 書の時 は 業が出てしまうこと

を にかけていた。スタッフが少しでも事務 事が出来るようにと自 が訪問に出たり、 対応を

している。管理者のケース訪問の意 （看護の評価）を言うと「スタッフは テランなので自分が

評価をする事は もない」「信 している」と した。スタッフは、管理者は子 がまだ小さいのに

業をしている姿を見ると れてしまわないかと になる。もっと自分 にまかせて しいと し

た。管理者はスタッフの相談相 として事務所に る事も必要と していると「 はスタッフ より

たった 年訪問看護経験があるだけで管理者になった。自分もまだケース訪問し訪問看護を びたい。

自分のケース訪問が少ないとみんなに いて行かれている がする」と を流した。事務より「自分

も訪問看護は めてで かを いたいが をすれ いか分からない。看護 でなくても事務員で

できる作業はあるのか 」との言 があった。管理者がしている 事、スタッフが っている事務

事を全て書き出し、 がどのように うかを整理するよう した。訪問 数も増えており看護 の

を考えると看護 増員も検討の とつかと言う意見もあったが、看護 は 設の 所から応

であることから、 用を考えるのであれ ステーション専 の事務員の 用も と の方法であ

る。まずは看護 が看護 としての 務の全うを考えた方が看護の の 上 び 数の増 に がる

のではないかと した。 

後、 を えて事務の方から「管理者の 感が く自分で 事を え んでしまう。 算の

課題もあり に年度 中での 用 集はできない。 所兼務の看護 など今いるスタッフでどう

するかを考えたい。今回のコン ルは参考になった」との言 があった。 

管理者としてどうある きかを すことで相談者を しめた。しかし「自分もまだ訪問看護 とし

て看護をしたい、 びたい」という を相談者が言えたのは かったと思う。 回までに管理者

の 事を全て い出し、 が管理者でなけれ 出来ない 事かをスタッフと一 に考える事を し

た。 

                            

２）２回目訪問 

 日時： 成 年 月 ： ～ ：  

 参加者：管理者： 名 看護 ： 名 事務 名 

（１）１回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

① 前回相談内容の評価  

看護 一人 たりの月 数は になった。管理者の訪問 数はスタッフの 度に らし

た。報 書・ 書の 開 時 を めたり の検討を考えられるようになった。スタッフは

業を らす意識 けが出来てきている。管理者の 事を い出した結果の とつとして、訪問スケ

ュール立 をスタッフ 名で実 できるようになりスタッフも意図的に 的に訪問出来るよう

になったと感じていた。管理者は「自分も訪問してみないと が かない」「看護 として訪問に行

きたい」という思いは わらないが少し つケース訪問をスタッフに せないといけないという思い

は出てきた。 とした思いは前回の相談後整理して考えられるようになった。要 を たしている

にもかかわらずターミ ルケア加算を算 出来ていないことに対し、 用 の を みたにも関

わらず実 に加算をとっていないと した。加算は収 に結び く事だけが目的ではない、看護の評

価でもあると した。 

② 管理者の 業が らない 

す ての相談が わるころにスタッフから「管理者の 業が わらない」と言う発言があった。管

理者は「自分でもわかっている。でも管理者を受けるからにはそれくらいの を持って受けている。

あまり 業の事 かり言われて 立たしく思うこともある」と発言した。 の 所で事務員から「管

理者の 業を 意してもスタンスを えない。組 としては管理者 の が出ており、それは 人

も っている」と情報を た。スタッフが 後に「管理者の 業が わらない」と言い、事務が 所

を えて し出すということは、ステーションが に っている事はこの事であると考え、時 内

にこの が出なかった 出さなかった のは管理者が意図したものかどうか る必要があると思われ

た。数日後 で管理者の思いを聞いた。 

対応結果： 日管理者の思いを 分聞かずに した事を び、事務の方から 管理者

の を聞いたことを げた。相談者は「管理者を受ける時、自分は子 も小さく しいことを 度も

言ったが、なり がなく を めて受けた。自分の 以上のことだと分かっているが、やるからに

は中 半 にしたくない。 ってやって来たのに今 業が いから と言われても・・それな

ら めからさせるなと言いたい。それでも かを えないとと思ってこの事業に し んだ。ア

ーに「 し んだだけで一 前進」と行って えてとても しかった。今回、相談日までに ア

ーに いに行こう と思ったくらいしんどかった。訪問看護は面 い。利用者を前にすると

はこれがやりたかったんだと思える」と した。 

相談者の今までの と 事に対する姿勢、看護に対する思いを労い 感の思いを えた。その上

で、組 と り っていくには組 が することをまずはやってみる事も必要である。 業が メ

と言われているのであれ まず「 時で帰る」という事実を作ることである。組 の を した

まま自分の りを認めてもらいたいと言っても しい。相談者が管理者となって ステーションは

まだこれからである。 ったのに なんて す る。まず年内に 回以上は 時で帰って し

いと した。相談者は「分かりました。やってみます」と した。 

事業事業報告



                            

＜ 訪問看護ステーション＞ 

 

１）１回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者：管理者： 名 看護 ： 名 事務 名 

（１）相談内容 

① 時 外業務が らない。業務 が必要だがなかなか できない 

② 訪問 数が増え事務の人員要 をす きか看護 を増やす きか んでいる 

③ 訪問看護に行きながらスタッフが事務も行っている。 正な人員 とは 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 的なステーションという自 と 感が く、管理者がその を え んでいる。 

② スタッフは管理者を けたいと思っているが、管理者はそれを し ないと思っている。 

（３）相談への対応とその理由 

管理者の思いと事務を含めたスタッフの思いを してもらう。 が の思いを り、管理者が

え んでいる業務をしかる きスタッフが えることに いてもらう。 

（４）相談者の反応（結果および成果） 

管理者はスタッフに事務 事を わせていることと報 書・ 書の時 は 業が出てしまうこと

を にかけていた。スタッフが少しでも事務 事が出来るようにと自 が訪問に出たり、 対応を

している。管理者のケース訪問の意 （看護の評価）を言うと「スタッフは テランなので自分が

評価をする事は もない」「信 している」と した。スタッフは、管理者は子 がまだ小さいのに

業をしている姿を見ると れてしまわないかと になる。もっと自分 にまかせて しいと し

た。管理者はスタッフの相談相 として事務所に る事も必要と していると「 はスタッフ より

たった 年訪問看護経験があるだけで管理者になった。自分もまだケース訪問し訪問看護を びたい。

自分のケース訪問が少ないとみんなに いて行かれている がする」と を流した。事務より「自分

も訪問看護は めてで かを いたいが をすれ いか分からない。看護 でなくても事務員で

できる作業はあるのか 」との言 があった。管理者がしている 事、スタッフが っている事務

事を全て書き出し、 がどのように うかを整理するよう した。訪問 数も増えており看護 の

を考えると看護 増員も検討の とつかと言う意見もあったが、看護 は 設の 所から応

であることから、 用を考えるのであれ ステーション専 の事務員の 用も と の方法であ

る。まずは看護 が看護 としての 務の全うを考えた方が看護の の 上 び 数の増 に がる

のではないかと した。 

後、 を えて事務の方から「管理者の 感が く自分で 事を え んでしまう。 算の

課題もあり に年度 中での 用 集はできない。 所兼務の看護 など今いるスタッフでどう

するかを考えたい。今回のコン ルは参考になった」との言 があった。 

管理者としてどうある きかを すことで相談者を しめた。しかし「自分もまだ訪問看護 とし

て看護をしたい、 びたい」という を相談者が言えたのは かったと思う。 回までに管理者

の 事を全て い出し、 が管理者でなけれ 出来ない 事かをスタッフと一 に考える事を し

た。 

                            

２）２回目訪問 

 日時： 成 年 月 ： ～ ：  

 参加者：管理者： 名 看護 ： 名 事務 名 

（１）１回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

① 前回相談内容の評価  

看護 一人 たりの月 数は になった。管理者の訪問 数はスタッフの 度に らし

た。報 書・ 書の 開 時 を めたり の検討を考えられるようになった。スタッフは

業を らす意識 けが出来てきている。管理者の 事を い出した結果の とつとして、訪問スケ

ュール立 をスタッフ 名で実 できるようになりスタッフも意図的に 的に訪問出来るよう

になったと感じていた。管理者は「自分も訪問してみないと が かない」「看護 として訪問に行

きたい」という思いは わらないが少し つケース訪問をスタッフに せないといけないという思い

は出てきた。 とした思いは前回の相談後整理して考えられるようになった。要 を たしている

にもかかわらずターミ ルケア加算を算 出来ていないことに対し、 用 の を みたにも関

わらず実 に加算をとっていないと した。加算は収 に結び く事だけが目的ではない、看護の評

価でもあると した。 

② 管理者の 業が らない 

す ての相談が わるころにスタッフから「管理者の 業が わらない」と言う発言があった。管

理者は「自分でもわかっている。でも管理者を受けるからにはそれくらいの を持って受けている。

あまり 業の事 かり言われて 立たしく思うこともある」と発言した。 の 所で事務員から「管

理者の 業を 意してもスタンスを えない。組 としては管理者 の が出ており、それは 人

も っている」と情報を た。スタッフが 後に「管理者の 業が わらない」と言い、事務が 所

を えて し出すということは、ステーションが に っている事はこの事であると考え、時 内

にこの が出なかった 出さなかった のは管理者が意図したものかどうか る必要があると思われ

た。数日後 で管理者の思いを聞いた。 

対応結果： 日管理者の思いを 分聞かずに した事を び、事務の方から 管理者

の を聞いたことを げた。相談者は「管理者を受ける時、自分は子 も小さく しいことを 度も

言ったが、なり がなく を めて受けた。自分の 以上のことだと分かっているが、やるからに

は中 半 にしたくない。 ってやって来たのに今 業が いから と言われても・・それな

ら めからさせるなと言いたい。それでも かを えないとと思ってこの事業に し んだ。ア

ーに「 し んだだけで一 前進」と行って えてとても しかった。今回、相談日までに ア

ーに いに行こう と思ったくらいしんどかった。訪問看護は面 い。利用者を前にすると

はこれがやりたかったんだと思える」と した。 

相談者の今までの と 事に対する姿勢、看護に対する思いを労い 感の思いを えた。その上

で、組 と り っていくには組 が することをまずはやってみる事も必要である。 業が メ

と言われているのであれ まず「 時で帰る」という事実を作ることである。組 の を した

まま自分の りを認めてもらいたいと言っても しい。相談者が管理者となって ステーションは

まだこれからである。 ったのに なんて す る。まず年内に 回以上は 時で帰って し

いと した。相談者は「分かりました。やってみます」と した。 

事業事業報告



                            

（２）２回のア ー 事業を した全体的な評価 

前もって相談者から「 回目は出来るだけたくさんのスタッフが参加させたいと思っている」と言

われ んだ。そのスタッフから 後の 後に「管理者の 業が らない」と り とを えられた。

時 的 がありその でそれ以上深める事は ではあった。このステーションの の り と

は「管理者の 業が らないこと」であった。 り との を的確にとらえ、対応することの

さを 感した。 

  

                            

＜ 訪問看護ステーション＞ 

 

すでに えは自 で見出していた相談 

 

１）１回目訪問 

日時： 年 月 ～  

参加者：所長（経営者）、管理者 

（１）相談内容 

管理者：ターミ ルの 、一か所か 数ステーションのどちらで関わった方が いか 

所長：①どのような方法で利用者を していく きか 

②コスト・効 面からみた フト導 時 について 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

関わるステーションは一か所が 数か の方法 で考えがちになっている。 

② の中から所長の意 は 分が感じられた。すでに利用者 の はされている。 

③ フト導 に関し、検討要 となっていることを明らかにする必要がある。 

（３）相談への対応とその理由 

① 、このことを相談しようと思ったのかを聞き利用者にとっての を一 に考える 

② 現 の を聞き い所は 認しまだ かに方法がないか一 に考える 

③ 収 の現状からいつ ろに実現 と考えているかを確認する 

（４）相談者の反応（結果および成果） 

①開設から か月で 名を看取られた実 に対し、その意 と行動を労い 認した。 ー ス

回数の いケースを一事業所で すると、その事業所の ンパ ーが少ない ど、事業所の 事

（ 員の病 や の ）時、 ー ス が不 になる 性がある。 数ステーション

が関わっていると 的に け いができ、利用者に不利 が じにくい。しかし など

の ー ス が される は一事業所での対応で なことも る。 病などは ー ス

回数を められかつ関わりが長くなる もある。とりあえずの「不安」で やケア ー、

利用者、家族に ー ス 回数を められた時、 たちがその「不安」をア スメントし 正な訪

問回数を していくこと、 正回数を考えるにあたって特 指 書を上 く利用することや、 め

から訪問回数を く設 せずに 対応を上 く うなどの をした。利用者、家族が安 して ら

せるための訪問看護であることを一 に再認識した。また、 数ステーションでの関わりもコミュニ

ケーションとお いの役 を認識しあえ きな問題は こらないのではないかと した。 

②所長は 病院での 長経験があり、 働した との信 関 や近 （ 専門）との

連携が取れていた。 か月で看取りを 実 した実 を みとし、 して い関 性を保ち、ケ

ア ーとの連携など地 に活動していくことを した。 

③ 子 ルテのメ ットは病院勤務で実感されており、今は導 の時 を っていた 子だった。

フト は あるのでまず な の を集め、実 の モストレーションを受けることを

した。 フトに自分 は を めるのかを明らかにし、 せず フト とやりとりする事を

した。 

事業事業報告



                            

（２）２回のア ー 事業を した全体的な評価 

前もって相談者から「 回目は出来るだけたくさんのスタッフが参加させたいと思っている」と言

われ んだ。そのスタッフから 後の 後に「管理者の 業が らない」と り とを えられた。

時 的 がありその でそれ以上深める事は ではあった。このステーションの の り と

は「管理者の 業が らないこと」であった。 り との を的確にとらえ、対応することの

さを 感した。 

  

                            

＜ 訪問看護ステーション＞ 

 

すでに えは自 で見出していた相談 

 

１）１回目訪問 

日時： 年 月 ～  

参加者：所長（経営者）、管理者 

（１）相談内容 

管理者：ターミ ルの 、一か所か 数ステーションのどちらで関わった方が いか 

所長：①どのような方法で利用者を していく きか 

②コスト・効 面からみた フト導 時 について 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

関わるステーションは一か所が 数か の方法 で考えがちになっている。 

② の中から所長の意 は 分が感じられた。すでに利用者 の はされている。 

③ フト導 に関し、検討要 となっていることを明らかにする必要がある。 

（３）相談への対応とその理由 

① 、このことを相談しようと思ったのかを聞き利用者にとっての を一 に考える 

② 現 の を聞き い所は 認しまだ かに方法がないか一 に考える 

③ 収 の現状からいつ ろに実現 と考えているかを確認する 

（４）相談者の反応（結果および成果） 

①開設から か月で 名を看取られた実 に対し、その意 と行動を労い 認した。 ー ス

回数の いケースを一事業所で すると、その事業所の ンパ ーが少ない ど、事業所の 事

（ 員の病 や の ）時、 ー ス が不 になる 性がある。 数ステーション

が関わっていると 的に け いができ、利用者に不利 が じにくい。しかし など

の ー ス が される は一事業所での対応で なことも る。 病などは ー ス

回数を められかつ関わりが長くなる もある。とりあえずの「不安」で やケア ー、

利用者、家族に ー ス 回数を められた時、 たちがその「不安」をア スメントし 正な訪

問回数を していくこと、 正回数を考えるにあたって特 指 書を上 く利用することや、 め

から訪問回数を く設 せずに 対応を上 く うなどの をした。利用者、家族が安 して ら

せるための訪問看護であることを一 に再認識した。また、 数ステーションでの関わりもコミュニ

ケーションとお いの役 を認識しあえ きな問題は こらないのではないかと した。 

②所長は 病院での 長経験があり、 働した との信 関 や近 （ 専門）との

連携が取れていた。 か月で看取りを 実 した実 を みとし、 して い関 性を保ち、ケ

ア ーとの連携など地 に活動していくことを した。 

③ 子 ルテのメ ットは病院勤務で実感されており、今は導 の時 を っていた 子だった。

フト は あるのでまず な の を集め、実 の モストレーションを受けることを

した。 フトに自分 は を めるのかを明らかにし、 せず フト とやりとりする事を

した。 
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２）２回目訪問 

 日時： 年 月 ～  

 参加者：所長（経営者）、管理者 

（１）１回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

① 数ステーションでの 利用者への関わりの について 

か所ステーションでの 前 で全 ・ の方の があった。受け れるにあたり前も

って、管理者 でそれ れの 日と役 、 連 方法、コストの取り方を あった上、 院

ンフ レンスを経て受け れに った。開 後は 日のように や で情報 換を行い思いの

かス ー に ー ス 出来ているとの言 があった。 

② どのような方法で利用者を していく きか 

現 指 書発行 は か所（管理者数 名）という状 は ステーションの看護が評価されて

きていると考えられる。今はその り しでありその り しの結果が現状ではないかと した。 

③ フト導 の時 について 

数 の モストレーションを受けやはり フト導 した方が いと言う結果に った。このこと

により管理者が っていた事務 理、所長のレ ト 理が 化されるという を した。 

（２）今回の相談内容 

① 小児を受け れたいが で受け れ 備が出来ない。小児受け れに対しスタッフに も見

られる 

② スタッフ 用を考えているが 常勤よりも常勤がいいのか っている 

（３）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 月から か月で 名の看取りを行ったという実 （看護の ）が小児に反 できることに

いていない 

② 訪問 数を上げる目的ではなく看護の の 保と 上を考えた上での 用を前 きに考えられて

いる 

（４）相談への対応とその理由 

前回の相談内容が か月でどう 化したかを してもらい自信に げる。 

（ ）相談者の反応（結果および成果） 

① について 

な中で される が目の前のケースに関連した事になるのは （小児に行きつかない）

と し、今回 数ステーションの連携が上 くいった事を かしてみることを した。 ケー

スを一 に関わっているステーションは で小児も受け れているとのことから、 方に「小児

の受け れを考えていること」を え、 なケースがあれ 、 きながら小児訪問看護の

をさせてもらいたいと相談してみることを した。 

② について 

現 、 常勤看護 は の に わせて出勤日を めているため、訪問者が らず利用者に訪

問日 を する時もあるとのことだった。安 して看護を し利用者を増やして行くには常勤

者の 用が ましいことと、 常勤看護 の出勤日を し、 した出勤日の中で み に応え

る方が利用者に じる不利 も回 できるのではないかと した。 に看護 を を して

                            

用したとして 年収 （ ～ ）の が かる。かかった の回収 を必

要経 と考えられるか かだとも した。 

その他、連携 からの で受け れた レーン管理の利用者が、 前の外来受 で看護 より

「 レーン は確実にしたので 回 の外来 院で管理は 。訪問看護は不要では 」と言わ

れ帰宅した。数日後に レーン不 の相談 があり訪問したところ外来での がきつす 流出不

となっており し した事 を された。この ピ ー をケア ーにも連携 にも

えていない、どう えれ いいのか うと した。外来看護 は自分の 務として を に行っ

たに ない。しかし利用者を 活者として看る 点に けた。この事を めるのではなく「

いた利用者の報 」はどの利用者にも行っていることとし事実を えても いのではないかと し

た。病院看護 アンケート結果で「 院した 者のその後の情報が りたい」と言う意見が く り、

訪問看護 はその意見にどう応える きかが課題としてある事を えた。今回のことをア ーテ

に えることが今後の看看連携に がっていくことになる、 自 も けていきたいことだと し

た。 

（２）２回のア ー 事業を した全体的な評価 

前回相談で したことは全て取り組み結果を ていた。相談者自 は相談する時点で相談内容の方

性は まっていたと思われる。その一 を み出すために 者からの 認を る事が必要だった

と考える。今回の相談も、一 を み出すためのきっかけを、ア ーという立 で できた

ことに意 があったのではないかと思った。 
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２）２回目訪問 

 日時： 年 月 ～  

 参加者：所長（経営者）、管理者 

（１）１回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

① 数ステーションでの 利用者への関わりの について 

か所ステーションでの 前 で全 ・ の方の があった。受け れるにあたり前も

って、管理者 でそれ れの 日と役 、 連 方法、コストの取り方を あった上、 院

ンフ レンスを経て受け れに った。開 後は 日のように や で情報 換を行い思いの

かス ー に ー ス 出来ているとの言 があった。 

② どのような方法で利用者を していく きか 

現 指 書発行 は か所（管理者数 名）という状 は ステーションの看護が評価されて

きていると考えられる。今はその り しでありその り しの結果が現状ではないかと した。 

③ フト導 の時 について 

数 の モストレーションを受けやはり フト導 した方が いと言う結果に った。このこと

により管理者が っていた事務 理、所長のレ ト 理が 化されるという を した。 

（２）今回の相談内容 

① 小児を受け れたいが で受け れ 備が出来ない。小児受け れに対しスタッフに も見

られる 

② スタッフ 用を考えているが 常勤よりも常勤がいいのか っている 

（３）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 月から か月で 名の看取りを行ったという実 （看護の ）が小児に反 できることに

いていない 

② 訪問 数を上げる目的ではなく看護の の 保と 上を考えた上での 用を前 きに考えられて

いる 

（４）相談への対応とその理由 

前回の相談内容が か月でどう 化したかを してもらい自信に げる。 

（ ）相談者の反応（結果および成果） 

① について 

な中で される が目の前のケースに関連した事になるのは （小児に行きつかない）

と し、今回 数ステーションの連携が上 くいった事を かしてみることを した。 ケー

スを一 に関わっているステーションは で小児も受け れているとのことから、 方に「小児

の受け れを考えていること」を え、 なケースがあれ 、 きながら小児訪問看護の

をさせてもらいたいと相談してみることを した。 

② について 

現 、 常勤看護 は の に わせて出勤日を めているため、訪問者が らず利用者に訪

問日 を する時もあるとのことだった。安 して看護を し利用者を増やして行くには常勤

者の 用が ましいことと、 常勤看護 の出勤日を し、 した出勤日の中で み に応え

る方が利用者に じる不利 も回 できるのではないかと した。 に看護 を を して

                            

用したとして 年収 （ ～ ）の が かる。かかった の回収 を必

要経 と考えられるか かだとも した。 

その他、連携 からの で受け れた レーン管理の利用者が、 前の外来受 で看護 より

「 レーン は確実にしたので 回 の外来 院で管理は 。訪問看護は不要では 」と言わ

れ帰宅した。数日後に レーン不 の相談 があり訪問したところ外来での がきつす 流出不

となっており し した事 を された。この ピ ー をケア ーにも連携 にも

えていない、どう えれ いいのか うと した。外来看護 は自分の 務として を に行っ

たに ない。しかし利用者を 活者として看る 点に けた。この事を めるのではなく「

いた利用者の報 」はどの利用者にも行っていることとし事実を えても いのではないかと し

た。病院看護 アンケート結果で「 院した 者のその後の情報が りたい」と言う意見が く り、

訪問看護 はその意見にどう応える きかが課題としてある事を えた。今回のことをア ーテ

に えることが今後の看看連携に がっていくことになる、 自 も けていきたいことだと し

た。 

（２）２回のア ー 事業を した全体的な評価 

前回相談で したことは全て取り組み結果を ていた。相談者自 は相談する時点で相談内容の方

性は まっていたと思われる。その一 を み出すために 者からの 認を る事が必要だった

と考える。今回の相談も、一 を み出すためのきっかけを、ア ーという立 で できた

ことに意 があったのではないかと思った。 
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＜ 訪問看護ステーション＞  

 

 利用者確保と事業所の運営について  

 

１） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者： 名（法人看護部門 者、ステーション管理者 から 、スタッフ 名 、 ） 

（１）相談内容 

① 利用者の び み 

高 や 宅 を運営している法人のため、 者だけの訪問看護をしていると思われている。

作業 法 がいる事業所としての がされていない。どんな営業活動をしたら いか。 

② について 

日から開 になった利用者。 院日の算 はできるのか。 所のステーションが っている

の利用者。 が で 人で っているが 数で算 できるか。 

③ 保 が  

看護 で行なっているが 、事務を れる必要があるか。 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

常勤 前管理者 が 、 常勤が 人 し、常勤 人 常勤 人常勤 人の事業所。法人の  

宅外の利用者は 名 度。 月で開設後一年になるが、 が増えず実 も びない。事業所とし

ての「 り」がなく、どうアピールして いか分からない状 である。 業務は自分たちで行な

っているが、 度の理 が浅く算 できるかどうかも分からない。また 日 院の 度利用者の 回

訪問を 後に組んでおり、利用者全体を看る 点を持っていない。 所の で関わっている

利用者で、他方の と全く連携していない。全てに受け であり、 やケア が指 した部

分しか利用者に関わっておらず、言われたことだけすれ いと思われている。 

（３）相談への対応とその理由 

日からの利用者は、法人 設の方ではなかったため、その方の 活全体をしっかり看て今後に

げ、 れる になるよう取り組 事を 言した。 ートの 換で が来たため、 に一度の

訪問のみしか組んでいなかったため、病状や される状 を し、その方をまる と えるた

めのア スメントをしっかり行なって訪問内容や回数を 整するように えた①。 の利用者

は、他の では 人対応が出来ているため 方法を見せて い連携するように めた②。他の訪

問についてもケア ーの りの内容、時 、回数で看護も も行なっており、自分

たちでア スメントして意見を言うことを一度もしてこなかったことが分かり、 の 点から見た

対象者の 活を ることの必要性を えた①②。また 度の理 についてはもっと深めること、訪問

に を れるためにも事務の は きいことを説明し、導 を促した。 については、法人の

宅の方も高 化に い、 の 点で関わる必要のある方がいるのではないかと げかけた。法人

内のケア ーにも、その点での看護や 導 の必要性を えることを した①②③。 

（４）相談者の反応 結果および成果  

日常業務全てが受け であり、自分たちの みがアピールできておらず、 れるステーションに

                            

なっていなかった。言われたことしか行なっていなかったが、自分たちの意見を言って いことに  

き、 かれていた。 、現利用者の訪問内容の見 しや法人の他部署への げかけをしてみると

のことであった。自分たちが、やる きことが具体的に分かり行動に げられそうであった。 

（ ）訪問日以 のやりとり 

  回訪問までの相談は、メールで連 を く事とした。 

 

２） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者： 名（法人看護部門 者、ステーション管理者、スタッフ 名 看護 ） 

（１） 回目訪問看護の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

常勤看護 名、理 法 、事務が 。スタッフは増えた。前回面談後、ケースを して

やケア ーに自分 の専門性と な関わりをアピール出来ており、 の に がっていた。

ケア ーの 内容や の指 内容以外の利用者の 活での り とに一 関わって来な

かった姿勢から、ア スメントの必要性が分かり、きちんとケア メントに参加できるようにな

っていた。しかし、利用者数は びておらず、月の 訪問 数や収 の 化は、 も えられない。

事務を れたものの、 業務が出来ないと結 所長が行なっており、勤務時 の 半を っている

が 方ないと思っている。自分 の「 り」も見つからず、実 も びないが、出来る看護が増えた

事でとても しているとの事であった。 

前回の面談で指導したことは、実 出来ていたため、 を労った。所長は、地域の 流 や

などにも積極的に参加するようになっており、 の見える関 を作ろうとしていた。今まで言われる

がままケアや を行ない、自分 の専門性を全く活かせてなかったところから、スタッフ全員でケ

ア メントに し めたことは らしく、その効果を自分 の みとして他 に えて行

くことを めた。しかし、この の の成果がどれ ど出ており、 った課題は なのか 、保

を自分 でやっている には、レ トを出すことに必 で、数 が意 するところを全く分析

していなかった。訪問一回 価はどう わったのか、月の 訪問 数は増えたのか が不明だったた

め、 に確認するように した。 

事務の 用についても前進していたが、効果的に業務の が出来ていなかった。 な 業務

を自分 も していないため、 な し りや指導が出来ていないことを え、時 がかかって

も 業務を 行し、 来の業務に集中できる時 を増やすよう めた。 

（２） 回目のア ー 事業を した全体的な評価 

回目の訪問の時に指 した事 については、 月 って取り組んだ が伺えた。こちらが

げかけるまでは、この の りで している状 であった。このため、メールでの相談は一回

もなかった。しかし、その効果として数 を確認したところ、全く えられず今まで にもしていな

かったとの事で、課題がまだあることに いていなかった。具体的な考え方の には前 きに取

り組める事業所であることは理 していたので、考え方を説明したところ、数 をスタッフ で

し、自分 の取り組みを り りながら、 に進んでみるとの反応があった。 

前進はしているものの、まだまだ課題が い事業所であった。チー ー は取れており具体的な

行動が見えると じ目的で動けていることを活かし、数 の で実 を すための考え方を え
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＜ 訪問看護ステーション＞  

 

 利用者確保と事業所の運営について  

 

１） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者： 名（法人看護部門 者、ステーション管理者 から 、スタッフ 名 、 ） 

（１）相談内容 

① 利用者の び み 

高 や 宅 を運営している法人のため、 者だけの訪問看護をしていると思われている。

作業 法 がいる事業所としての がされていない。どんな営業活動をしたら いか。 

② について 

日から開 になった利用者。 院日の算 はできるのか。 所のステーションが っている

の利用者。 が で 人で っているが 数で算 できるか。 

③ 保 が  

看護 で行なっているが 、事務を れる必要があるか。 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

常勤 前管理者 が 、 常勤が 人 し、常勤 人 常勤 人常勤 人の事業所。法人の  

宅外の利用者は 名 度。 月で開設後一年になるが、 が増えず実 も びない。事業所とし

ての「 り」がなく、どうアピールして いか分からない状 である。 業務は自分たちで行な

っているが、 度の理 が浅く算 できるかどうかも分からない。また 日 院の 度利用者の 回

訪問を 後に組んでおり、利用者全体を看る 点を持っていない。 所の で関わっている

利用者で、他方の と全く連携していない。全てに受け であり、 やケア が指 した部

分しか利用者に関わっておらず、言われたことだけすれ いと思われている。 

（３）相談への対応とその理由 

日からの利用者は、法人 設の方ではなかったため、その方の 活全体をしっかり看て今後に

げ、 れる になるよう取り組 事を 言した。 ートの 換で が来たため、 に一度の

訪問のみしか組んでいなかったため、病状や される状 を し、その方をまる と えるた

めのア スメントをしっかり行なって訪問内容や回数を 整するように えた①。 の利用者

は、他の では 人対応が出来ているため 方法を見せて い連携するように めた②。他の訪

問についてもケア ーの りの内容、時 、回数で看護も も行なっており、自分

たちでア スメントして意見を言うことを一度もしてこなかったことが分かり、 の 点から見た

対象者の 活を ることの必要性を えた①②。また 度の理 についてはもっと深めること、訪問

に を れるためにも事務の は きいことを説明し、導 を促した。 については、法人の

宅の方も高 化に い、 の 点で関わる必要のある方がいるのではないかと げかけた。法人

内のケア ーにも、その点での看護や 導 の必要性を えることを した①②③。 

（４）相談者の反応 結果および成果  

日常業務全てが受け であり、自分たちの みがアピールできておらず、 れるステーションに

                            

なっていなかった。言われたことしか行なっていなかったが、自分たちの意見を言って いことに  

き、 かれていた。 、現利用者の訪問内容の見 しや法人の他部署への げかけをしてみると

のことであった。自分たちが、やる きことが具体的に分かり行動に げられそうであった。 

（ ）訪問日以 のやりとり 

  回訪問までの相談は、メールで連 を く事とした。 

 

２） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者： 名（法人看護部門 者、ステーション管理者、スタッフ 名 看護 ） 

（１） 回目訪問看護の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

常勤看護 名、理 法 、事務が 。スタッフは増えた。前回面談後、ケースを して

やケア ーに自分 の専門性と な関わりをアピール出来ており、 の に がっていた。

ケア ーの 内容や の指 内容以外の利用者の 活での り とに一 関わって来な

かった姿勢から、ア スメントの必要性が分かり、きちんとケア メントに参加できるようにな

っていた。しかし、利用者数は びておらず、月の 訪問 数や収 の 化は、 も えられない。

事務を れたものの、 業務が出来ないと結 所長が行なっており、勤務時 の 半を っている

が 方ないと思っている。自分 の「 り」も見つからず、実 も びないが、出来る看護が増えた

事でとても しているとの事であった。 

前回の面談で指導したことは、実 出来ていたため、 を労った。所長は、地域の 流 や

などにも積極的に参加するようになっており、 の見える関 を作ろうとしていた。今まで言われる

がままケアや を行ない、自分 の専門性を全く活かせてなかったところから、スタッフ全員でケ

ア メントに し めたことは らしく、その効果を自分 の みとして他 に えて行

くことを めた。しかし、この の の成果がどれ ど出ており、 った課題は なのか 、保

を自分 でやっている には、レ トを出すことに必 で、数 が意 するところを全く分析

していなかった。訪問一回 価はどう わったのか、月の 訪問 数は増えたのか が不明だったた

め、 に確認するように した。 

事務の 用についても前進していたが、効果的に業務の が出来ていなかった。 な 業務

を自分 も していないため、 な し りや指導が出来ていないことを え、時 がかかって

も 業務を 行し、 来の業務に集中できる時 を増やすよう めた。 

（２） 回目のア ー 事業を した全体的な評価 

回目の訪問の時に指 した事 については、 月 って取り組んだ が伺えた。こちらが

げかけるまでは、この の りで している状 であった。このため、メールでの相談は一回

もなかった。しかし、その効果として数 を確認したところ、全く えられず今まで にもしていな

かったとの事で、課題がまだあることに いていなかった。具体的な考え方の には前 きに取

り組める事業所であることは理 していたので、考え方を説明したところ、数 をスタッフ で

し、自分 の取り組みを り りながら、 に進んでみるとの反応があった。 

前進はしているものの、まだまだ課題が い事業所であった。チー ー は取れており具体的な

行動が見えると じ目的で動けていることを活かし、数 の で実 を すための考え方を え
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るようにした。また、今まで必要と感じていなかった地域との関わりを持つということを行うように

なった所長が、今後は自ら していける方策を見つけられることを したい。 

  

                            

＜ 訪問看護ステーション＞ 

 

 他 との連携をはじめとする訪問看護のあり方  

 

１） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者： 名（所長 名、看護 名、事務 名） 

（１）相談内容 

① 看護 と の 上：実 に活かせる はないか 

② と看護の連携：看護が っていないケースが く、 一所内でありながら上 く関われな 

③ ケア ーとの関わり： 者 の開 やケア ランを えない時に、 めてもいいのか 

④ ン ル について： 書に書いてあるが、もらったことがない 一 的にはどうか 

 認 の方との関わり：内 管理・ ー ス導 や など 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

立ち上げ のスタッフが や で、訪問看護経験の浅い 名の看護 と 名の スタッフ

の事業所。法人は 護に関 のない 業 。現所長は 年前に 。 も く前所長が し、 

 ったスタッフが自分を いて 看護 だったため、後を き いだ。看護の利用者は 名、

は 名、うち看護が っているのは 名のみで、日常的に連携した ができていない。 は、

行っているが実 に げることができない。保 度の理 が 分でないため、ケア との役 分  

が分からない、必要な 開 が行われていない、ケア ランが えなくてもどうしていいか分か

らない。利用者との関わりも行った看護もきちんと評価できておらず、不全感を感じている。 

（３）相談への対応とその理由 

訪問看護ステーションの スタッフの けを説明し②、所長には管理者 に参加すること、 

時 正の前であり情報を 動的に取っていく事を めた③④。訪問看護そのものが りで、役   

モ ルが不 の事業所であったため、他のステーションでの を相談するよう した①。利用者

との関わりでは、 活モ ルの 宅で今できている事やその方の みを一 に考えた 。 

（４）相談者の反応 結果および成果  

 相談内容全体を し、自分たちが行っていることが、どこまで一 的なのか、これでいいのか

っていた。 をするうちに実 に活かせる とは、 的なことではなく訪問看護業務そのものを

めていることが分かった。訪問看護経験が浅い看護 かりであり、 活を看る事や情勢の理 、

の役 が分からない中で業務を行っていたため、 をする中で自分たちが出来ている事、出来

ていない事に いたようであった。看護 はチー ー が取れているが、 一事業所の スタ

ッフともチー として動く必要がある事、今後訪問看護ステーションからの のみの訪問は まし

くなくなる事を り、自分たちの関わりを考えていく必要があると自 したようであった。 

（ ）訪問日以 のやりとり 

回目訪問までの相談は、メールを く事とした。 
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るようにした。また、今まで必要と感じていなかった地域との関わりを持つということを行うように

なった所長が、今後は自ら していける方策を見つけられることを したい。 

  

                            

＜ 訪問看護ステーション＞ 

 

 他 との連携をはじめとする訪問看護のあり方  

 

１） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者： 名（所長 名、看護 名、事務 名） 

（１）相談内容 

① 看護 と の 上：実 に活かせる はないか 

② と看護の連携：看護が っていないケースが く、 一所内でありながら上 く関われな 

③ ケア ーとの関わり： 者 の開 やケア ランを えない時に、 めてもいいのか 

④ ン ル について： 書に書いてあるが、もらったことがない 一 的にはどうか 

 認 の方との関わり：内 管理・ ー ス導 や など 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

立ち上げ のスタッフが や で、訪問看護経験の浅い 名の看護 と 名の スタッフ

の事業所。法人は 護に関 のない 業 。現所長は 年前に 。 も く前所長が し、 

 ったスタッフが自分を いて 看護 だったため、後を き いだ。看護の利用者は 名、

は 名、うち看護が っているのは 名のみで、日常的に連携した ができていない。 は、

行っているが実 に げることができない。保 度の理 が 分でないため、ケア との役 分  

が分からない、必要な 開 が行われていない、ケア ランが えなくてもどうしていいか分か

らない。利用者との関わりも行った看護もきちんと評価できておらず、不全感を感じている。 

（３）相談への対応とその理由 

訪問看護ステーションの スタッフの けを説明し②、所長には管理者 に参加すること、 

時 正の前であり情報を 動的に取っていく事を めた③④。訪問看護そのものが りで、役   

モ ルが不 の事業所であったため、他のステーションでの を相談するよう した①。利用者

との関わりでは、 活モ ルの 宅で今できている事やその方の みを一 に考えた 。 

（４）相談者の反応 結果および成果  

 相談内容全体を し、自分たちが行っていることが、どこまで一 的なのか、これでいいのか

っていた。 をするうちに実 に活かせる とは、 的なことではなく訪問看護業務そのものを

めていることが分かった。訪問看護経験が浅い看護 かりであり、 活を看る事や情勢の理 、

の役 が分からない中で業務を行っていたため、 をする中で自分たちが出来ている事、出来

ていない事に いたようであった。看護 はチー ー が取れているが、 一事業所の スタ

ッフともチー として動く必要がある事、今後訪問看護ステーションからの のみの訪問は まし

くなくなる事を り、自分たちの関わりを考えていく必要があると自 したようであった。 

（ ）訪問日以 のやりとり 

回目訪問までの相談は、メールを く事とした。 
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２） 回目訪問 

回目訪問後、 来の訪問看護が分かったと、 に取り組んでいた。しかし、経営が成り立って

いない事、看護 メ ンの事業所でなく今後の運営への がある事を理由に、 月 に法人か

ら年内での の があり、ア ー２回目訪問は中 となった。 

  

                            

＜ 訪問看護ステーション＞ 

 

訪問看護ステーションの運営・人 成について 
 

１）1 回目訪問 
  日時：2017 年 8 月 10：00～12：00 
  参加者：管理者 
（１）相談内容 

・ 近隣 病院の とのタ ーな連携について 
・ 事業 の や人 （後進） 成、上 との関 性について 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 
訪問看護ステーション管理者の経験が 2 年目の管理者は、事業運営や管理に自信が持てずに んで

いた。経営者 と の上 、スタッフ に まれ、中 管理 としての みも えていた。 管

理者 のスタッフと他のスタッフとの関 性や管理者としての指導のあり方など、課題に対して、

どのように取り組め いいのかを している状 であった。 
（３）相談への対応とその理由 

管理者は病院時代のみなし訪問看護経験者であり、管理者として現 のステーションに する。

訪問看護ステーションの運営経験は少ないが、訪問看護への を感じ、 していきたいと考えて

いる。管理者として、訪問看護への情 を持ち、事業 への 点で事業運営に取り組 姿勢を称賛

し労った。課題に対し積極的に行動 容が行えるような意 を き出すために、管理者の を し

称賛しつつ、ア ー自 の 談も しながら、課題への明確化を図った。また、組 運営に

おける人 成について説明を行った。管理者 者と他のスタッフ の関 性や、管理者としての

言動 に んでいたため、理 を深め管理者として実 していける対策への方 性の 理 を促し

た。 
（４）相談者の反応（結果および成果） 

運営 に自信が持てずに んでいた管理者であったが、面談を進める中で、 病院の に対し

て、 が高いと感じ していた自 を分析し、積極的に行ってみるとの発言が聞かれた。また、

問題と感じているスタッフへの かけや他のスタッフからの管理者としての評価など、 していた

が、面談 で働きかけてみるという姿勢が伺えた。また経営者 への管理者としての発言もしており、

実 を しながら、 渉する必要性も えた。近隣管理者との 流はあるものの、 細までは相談で

きずに一人で え んでいたが、このような事業を活用することで、管理者は じように みを え

ながらがん っており、自分一人ではないと思えたと す。 
（ ）訪問日以 のやりとり 

訪問 日に、「 を聞いていただき、 の内がすっきりした思いです」とのメールがあった。ア

ー自 が事業所内で 用している面談時の目 シートとコミュニケーション自 評価チ ッ

シートを し、 信する。参考にして、事業所に した内容の検討を え、面談 に活用できる

よう促した。 
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２） 回目訪問 

回目訪問後、 来の訪問看護が分かったと、 に取り組んでいた。しかし、経営が成り立って

いない事、看護 メ ンの事業所でなく今後の運営への がある事を理由に、 月 に法人か

ら年内での の があり、ア ー２回目訪問は中 となった。 

  

                            

＜ 訪問看護ステーション＞ 

 

訪問看護ステーションの運営・人 成について 
 

１）1 回目訪問 
  日時：2017 年 8 月 10：00～12：00 
  参加者：管理者 
（１）相談内容 

・ 近隣 病院の とのタ ーな連携について 
・ 事業 の や人 （後進） 成、上 との関 性について 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 
訪問看護ステーション管理者の経験が 2 年目の管理者は、事業運営や管理に自信が持てずに んで

いた。経営者 と の上 、スタッフ に まれ、中 管理 としての みも えていた。 管

理者 のスタッフと他のスタッフとの関 性や管理者としての指導のあり方など、課題に対して、

どのように取り組め いいのかを している状 であった。 
（３）相談への対応とその理由 

管理者は病院時代のみなし訪問看護経験者であり、管理者として現 のステーションに する。

訪問看護ステーションの運営経験は少ないが、訪問看護への を感じ、 していきたいと考えて

いる。管理者として、訪問看護への情 を持ち、事業 への 点で事業運営に取り組 姿勢を称賛

し労った。課題に対し積極的に行動 容が行えるような意 を き出すために、管理者の を し

称賛しつつ、ア ー自 の 談も しながら、課題への明確化を図った。また、組 運営に

おける人 成について説明を行った。管理者 者と他のスタッフ の関 性や、管理者としての

言動 に んでいたため、理 を深め管理者として実 していける対策への方 性の 理 を促し
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実 を しながら、 渉する必要性も えた。近隣管理者との 流はあるものの、 細までは相談で

きずに一人で え んでいたが、このような事業を活用することで、管理者は じように みを え

ながらがん っており、自分一人ではないと思えたと す。 
（ ）訪問日以 のやりとり 
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シートを し、 信する。参考にして、事業所に した内容の検討を え、面談 に活用できる
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２）2 回目訪問 
  日時：2017 年 12 月 15：00～16：40 
  参加者：管理者 
（１）1 回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

病院との連携に関しては、積極的に関わるように実 した結果、病院というより、 自 の姿

勢により があると す。利用者の増 はないものの、 ケース相談に けて管理者訪問ケース

は一 月に 20～25 にコント ールされている。スタッフの稼働 は 75 らいであるが目 は

80 と す。 
管理者は 2 年で 年を えるため、 管理者も含めその後の体 作りも考 し、経営者 へは

管理者 の 用 を しているとのことであった。訪問看護 としては していきたいが管

理者としては 代 代を考えてのことである。前回、問題と感じているスタッフは面談 を して、

自分で立ち上げたいという方 性で していた。管理者は 1 回目訪問時には運営上の な み

を え、実 できずに んでいたが、2 回目訪問時には管理者としての自信が感じられ、 ち いた

であった。 
（２）2 回のア ー 事業を した全体的な評価 

管理者は中 管理 として、経営 とスタッフの で運営上 な みを えていた。管理者の業

務として、必要な 点や考え方を しながら、できているところを 認しつつ、コン ルテーショ

ンを進めた。経験や意 は備えられているが、実 していく行動 が課題と考え、管理者のモチ ー

ション 上に した。このア ー 事業を して、「 の内がすっきりした」「管理者は

じような みを え、がん っているのです 」との発言が聞かれる。近隣管理者には 細まで相談

できずに え んでいた課題の 認識は行えたと考える。ただ、後進 成について、実 に える

ことは しいとの思いに、看護を言 化し し、指導しながら後進 成することも、 要な業務の一

つであるという認識を められるよう、 言を みたが、不 全であったと反 する。 
  

                            

＜Ｔ訪問看護ステーション＞ 

 

訪問看護ステーションの利用者増・地域へのアピール活動について 
 

１）1 回目訪問 
  日時：2017 年 8 月 14：00～16：00 
  参加者：取締役兼事業部長 スタッフ 2 名 管理者 
（１）相談内容 

国内でも数少ない小児に特化した訪問看護ステーションである。事業部長は NICU 時代に一度も自

宅に帰れない子どもとその親への思いから、小児専門の訪問看護の必要性を感じ、この事業立ち上げ

た。高い目的意識を持つ事業部長であるが、訪問看護の実務経験が浅く、実地指導も含めた対策や訪

問看護の運営について不安を持っている。 
（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 利用者集客方法について 
② 小児に特化した訪問看護ステーションのため、親とのコミュニケーションについて 
③ 他事業所との連携について 
④ 訪問看護事業における書類整備（実地指導対策）について 

（３）相談への対応とその理由 
・ 開設 1 年半だが、利用者 13 名、常勤換算 4 名での稼動であった。事業目的を明確にあらわし効

果的と考えるチラシやパンフレットの作成はされている。渉外活動も積極的にしている事業部長

であり、以前勤務していた病院とは連携が図れていた。活動内容について自信を深めてもらえる

よう、積極的な取り組みを称賛し、労う。また、保健所など行政を含めた部署へも渉外活動の対

象と説明する。 
・ 訪問看護事業としての概要を説明し、実地指導の流れや目的を双方で再確認しながら、説明する。

実地指導に関しては、地域による特性もあるため、近隣管理者や地域行政からの情報収集の必要

性を説明し、対策に取り組めるよう促した。 
・ 親とのコミュニケーションについては、訪問看護における家族ケアの必要性を説明し、現状で出

来ているところを称賛した。訪問看護業務に自信を深め、今後も積極的な取り組みを促せるよう

働きかけた。 
（４）相談者の反応（結果および成果） 

スタッフは全員が NICU 経験者であるが、訪問看護は未経験あった。スタッフからも「自分たちの

していることが正しいのかという不安が絶えずある」「評価をしてくれる人がいない」との発言が見

受けられたが、面談を進める中で、少しずつ具体策への検討が行えた。利用者増への渉外活動や他事

業所への連携も取り組んでみるとの発言が聞かれるようになる。事業部長は細かい内容もメモをとり、

積極的な姿勢が伺えた。 
   
２）2 回目訪問 
  日時：2017 年 12 月 13：30～15：30 
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２）2 回目訪問 
  日時：2017 年 12 月 13：30～15：30 

事業事業報告



                            

  参加者：取締役兼事業部長 
（１）1 回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

一回目の訪問から、他 関との連携を深める く、児 相談所との連携も 化されていた。児 相

談所からの相談事 も増え、利用者は 13 名から 27 名と 増していた。ただ、訪問するケースが

児から、 に問題を える 親宅への訪問増加に っている部分もあると す。また、その

ような事 に関して、連携する病院看護 との意識の ッ が きいと みを相談される。 
さらに、 整する他 関の増加に時 を要し、 している。 
地域での 名度アッ に関しては、地域情報 の取 にも応じており、地域から一 の評価を ら

れている。 員も 1 名増員できており、さらに から 1 名 である。 
事業部長は、一回目訪問に ると、 情も ち き、活き活きと いて見えることを える。 
病院看護 との連携に しているとの みに、地域の病院へ積極的に働きかけ、病院看護 が訪

問看護ステーションの実 を経験してもらえる 所の を すると、やってみたいとの発言も聞

かれた。 
員からの「評価をしてくれる人がいない」という意見があることに対し、4 月で利用者が 増

していることや、相談ケースの増加が地域での評価であることを説明する。また、日 訪問看護

の「訪問看護 ー ス 評価のための ラ ン」を し、まずは自分たちで看護内容の評価を

実 するよう促す。 
スタッフの人 成に関しては、 設内ケアと 宅ケアの いを認識できるような働きかけが必要

であり、コミュニケーションス ル 上の 要性について説明する。 時の 行訪問 への

を して、 スタッフの自 評価が促せるよう、 事業所 用の 用 を する。 
（２）2 回のア ー 事業を した全体的な評価 

の訪問では、訪問看護業務運営に関しての不安が課題と え、コン ルテ 中 の管理に関す

るコン ルテーションを行った。実 している訪問看護への自信を深めつつ、 った事業所内だけの

評価にならないような 、また、訪問看護事業への 識や情報収集の必要性への理 を促すよう、

言を行った。2 回目の訪問では、すでに事業 開などを考え、積極的に訪問看護に取り組 姿勢を

評価した。地域病院への働きかけを して、地域での訪問看護事業の果たす役 認識にも理 が深め

られたと考える。 
ョンや事業目的意識を明確に意識している事業部長であった。訪問看護の経験が浅いために事

業運営や業務内容、人 成に不安を えていたが、ア ー 事業を して、考え方や実

内容で出来ているところは、 理 が図れたと思われる。しかし、全体を して、実 への具体策

は明確に数 化や目 をたて、 認識を図る きであったことを反 する。 
 

３ 事後  

開 日時： 年 月 日（ ） ： ～ ：  

：フ ラシア （ ）  

出 者：ア ー（ 名） 

・ ・小 ・ 子・ 部・ ・ ・ 地・ ・ ・  

 称  

一 法人 日 訪問看護認 看護 （ 名） 

・ ・ （ 称 ） 

事務 スタッフ（ 名） 

・  

 
 

内 容：  

・ 年度ア ー 事業について 

ア ーからの活動報 ・情報 換  

・ 「訪問看護ステーションのコン ルテーション」 

： フ ス  代 理事 正子  

・今後の課題 

ア ーを対象としたアンケートを実 し、 年度へつなげる             

・その他  

 

   

事業事業報告



                            

  参加者：取締役兼事業部長 
（１）1 回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

一回目の訪問から、他 関との連携を深める く、児 相談所との連携も 化されていた。児 相

談所からの相談事 も増え、利用者は 13 名から 27 名と 増していた。ただ、訪問するケースが

児から、 に問題を える 親宅への訪問増加に っている部分もあると す。また、その

ような事 に関して、連携する病院看護 との意識の ッ が きいと みを相談される。 
さらに、 整する他 関の増加に時 を要し、 している。 
地域での 名度アッ に関しては、地域情報 の取 にも応じており、地域から一 の評価を ら

れている。 員も 1 名増員できており、さらに から 1 名 である。 
事業部長は、一回目訪問に ると、 情も ち き、活き活きと いて見えることを える。 
病院看護 との連携に しているとの みに、地域の病院へ積極的に働きかけ、病院看護 が訪

問看護ステーションの実 を経験してもらえる 所の を すると、やってみたいとの発言も聞

かれた。 
員からの「評価をしてくれる人がいない」という意見があることに対し、4 月で利用者が 増

していることや、相談ケースの増加が地域での評価であることを説明する。また、日 訪問看護

の「訪問看護 ー ス 評価のための ラ ン」を し、まずは自分たちで看護内容の評価を

実 するよう促す。 
スタッフの人 成に関しては、 設内ケアと 宅ケアの いを認識できるような働きかけが必要

であり、コミュニケーションス ル 上の 要性について説明する。 時の 行訪問 への

を して、 スタッフの自 評価が促せるよう、 事業所 用の 用 を する。 
（２）2 回のア ー 事業を した全体的な評価 

の訪問では、訪問看護業務運営に関しての不安が課題と え、コン ルテ 中 の管理に関す

るコン ルテーションを行った。実 している訪問看護への自信を深めつつ、 った事業所内だけの

評価にならないような 、また、訪問看護事業への 識や情報収集の必要性への理 を促すよう、

言を行った。2 回目の訪問では、すでに事業 開などを考え、積極的に訪問看護に取り組 姿勢を

評価した。地域病院への働きかけを して、地域での訪問看護事業の果たす役 認識にも理 が深め

られたと考える。 
ョンや事業目的意識を明確に意識している事業部長であった。訪問看護の経験が浅いために事

業運営や業務内容、人 成に不安を えていたが、ア ー 事業を して、考え方や実

内容で出来ているところは、 理 が図れたと思われる。しかし、全体を して、実 への具体策

は明確に数 化や目 をたて、 認識を図る きであったことを反 する。 
 

３ 事後  

開 日時： 年 月 日（ ） ： ～ ：  

：フ ラシア （ ）  

出 者：ア ー（ 名） 

・ ・小 ・ 子・ 部・ ・ ・ 地・ ・ ・  

 称  

一 法人 日 訪問看護認 看護 （ 名） 

・ ・ （ 称 ） 

事務 スタッフ（ 名） 

・  

 
 

内 容：  

・ 年度ア ー 事業について 

ア ーからの活動報 ・情報 換  

・ 「訪問看護ステーションのコン ルテーション」 

： フ ス  代 理事 正子  

・今後の課題 

ア ーを対象としたアンケートを実 し、 年度へつなげる             

・その他  

 

   

事業事業報告


